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Love Your Limbs™ キャンペーンは、 
末梢動脈疾患に関する啓発活動に取り組んでいます。



世界では 2億人以上の末梢動脈疾患の 
患者さんがいると言われています 1。

億人
2

末梢動脈疾患 
とは

末梢動脈疾患とは、手や足など、

身体の末梢にある動脈の血流が

悪くなる病気です。

末梢動脈疾患は、動脈が硬くなっ

たり、狭くなったりするアテロー

ム性動脈硬化症により起こること

が多く、喫煙、不健康な食事、

運動不足、加齢、遺伝、糖尿病、

高血圧、高コレステロールなど

により悪化する場合があります。

末梢動脈疾患になると、心臓発

作、脳卒中、冠動脈心疾患など

の心血管系の病気を併発するリ

スクが高くなります。

末梢動脈疾患は治療をしないま

までいると症状が進行し、足を切

断しないといけなくなる場合もあ

ります。

そのため、末梢動脈疾患の疑い

がある場合は治療を受けるととも

に、健康的な生活習慣を心掛け

ることが大切です。

? ご存知でしたか ?

末梢動脈疾患による足の痛みを年のせいだと 
思っている人が多くおられます 2。
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末梢動脈疾患

のリスクとなる

要因を 
見つけましょう

あなた自身に末梢動脈疾患の 
リスクがあるかどうかを知りま

しょう。

重要なことは、生活習慣や遺伝

的背景からみて、何が末梢動脈

疾患のリスクを高めるかを理解す

ることです。

末梢動脈疾患のリスクとなる要因

を認識することは、診断と治療を

受けるための第一歩です。

もし末梢動脈疾患を治療しない

ままだと、足の切断など重大な

合併症を招くおそれがあるので、

このことは非常に大切です。

末梢動脈疾患の 
リスクとなりうる要因

年齢

50歳以上では、20人に 1人が PADの影響を受けて
います 3。

高コレステロール

総コレステロール値が 10 mg/dl増加する毎に、末梢
動脈疾患のリスクが 5～ 10%増加します 4。

高血圧

高血圧は最終的には動脈壁を損傷し、病気を引き起こ

す可能性があります 5。

糖尿病

2型糖尿病では末梢動脈疾患を発症する可能性が 4倍
になります 6。

喫煙

喫煙により末梢動脈疾患の発症リスクは最大 4倍増加
します 7。

腎臓病

腎機能が低下している人は末梢動脈疾患を発症する可

能性が 2倍になります 8。

家族の病歴

家族に末梢動脈疾患の患者さんがおられる場合、あな

たのリスクも増加する可能性があります 9。



症状のチェック項目

痛みを伴う足のけいれん

運動などの活動中に、お尻、大腿やふくらはぎの筋肉

にけいれんが生じることがあります。

足またはつま先の冷え

皮膚、特に足の皮膚の 1ヵ所または数ヵ所が、触ると
冷たく感じられ温まらない状態です。

しびれ、脱力感または倦怠感

これらは末梢動脈疾患の初期症状の可能性があります

が、糖尿病性神経痛やその他の疾患としばしば間違

われることがあります。

安静時の足の痛み

日中または夜間の安静時に生じる足の痛みです。

皮膚の乾燥または変色

血液の流れが悪くなると、皮膚の一部が通常より乾い

て見えたり、赤みが増したり、普通と異なる色になる

ことがあります。

脱毛

血流の減少により足の脱毛が生じたり、体毛の成長が

遅くなったりすることがあります。

慢性的な潰瘍

末梢動脈疾患は、頻繁に再発する潰瘍や治癒しない

潰瘍を伴うことがあります。

足およびつま先の焼けるような感覚または痛み

糖尿病性神経痛が原因のこともありますが、末梢動脈

疾患により血液の流れが悪くなったために生じること

もあります。

末梢動脈疾患

の症状を 
知りましょう

末梢動脈疾患は無症状であるこ

とが多く、少なくとも初期の段階

では何の症状も表れないことが

あります。

たとえ症状がなくても、既に末梢

動脈疾患になっている場合があり

ます。

これは、体が詰まった血管を迂回

する小さな動脈を作るためです。

しかし、体に出来ることはそこま

でで、ほとんどの場合、時間の

悔過とともに症状はより深刻にな

ります。

症状が表れた時には、他の病気

や加齢による通常の症状と間違

えられることがよくあります。

しかし、症状を放っておくと更に

合併症を招くことがあります。

末梢動脈疾患の可能性がある場

合は、末梢動脈疾患専門医を受

診して治療を開始し、合併症のリ

スクを減らすことが大切です。



末梢動脈疾患の治療方法

末梢動脈疾患の治療には、いくつか選択肢があります。手足を大事にすることを心掛け、医師の治

療計画に従ってください。あなたに適した治療方法はあなたの病状によって大きく異なり、以下の治

療選択肢から 1つまたは複数の治療方法がとられます。心に留めて欲しいのは、どの治療方法にも
リスクが伴うため、医師と治療法についてしっかり話し合ってください。

薬物療法

◇  抗凝固薬（血液を固まりにくくする薬）
◇  血管拡張薬（血管を広げる薬）
◇  スタチン（血液中の中性脂肪やコレステロールなどの脂質値を低下させる薬）

血管内治療

◇  血管形成術 ‒ 血管形成術は、狭くなった血管を広げる一般的な治療法で、狭くなった血管で小さなバルーン（風
船）を膨らませます。

◇  薬剤コーティングバルーン ‒この治療法では、薬剤を塗布したバルーンを使って、狭くなった血管を広げます。
バルーンが病変部位を広げると同時に、血管組織に薬剤が放出されて血管が広がった状態を保つようにします。

◇  ステント留置法 ‒ステントとは金属でできた網目状の小さなチューブで、血管内に配置され、処置後も血管の
広がった状態を保つために体内に留置されます。

外科治療

◇  下肢バイパス手術 ‒この治療法の目標は、動脈の血液の流れを変えることです。詰まった動脈の近くを外科的
に切開し、人工血管または患者さんの静脈の一部を閉塞部位の上下に取り付けて血流の経路を変更します。こ

れにより、血液が動脈の病変部位を迂回（バイパス）するようになります。

◇  大腿動脈内膜切除術 ‒ 大腿動脈内膜切除術は、血管からプラークを除去するために行われます。閉塞部位を切
開し、一時的に血流を迂回させるために動脈のプラークの上下にシャント（チューブ）を挿入します。次に、プ

ラークの沈着した動脈に沿って切開し、プラークを除去します。除去が完了したら、血管を縫合して閉じます。



生活習慣の改善

健康的な生活を送りあなたの足を守りましょう。

末梢動脈疾患は生涯にわたる病気です。疾患に対する足へのケアは一生続くのです。健康的な生活

習慣を取り入れることは、末梢動脈疾患がどのステージであっても重要です。生活習慣を改善するこ

とは、糖尿病を管理し、減量や運動に励み、不健康な生活を止めることと繋がります。

生活習慣を改善することによって、足をより健康に保ち、末梢動脈疾患関連の合併症のリスクを減ら

すだけでなく、より快適に過ごせるようになるでしょう。

足の検査

自分でできる最も重要な検査の一つは、毎日足の状態を確認することです。ほんの数分で終わるこ

とですが、足の些細な問題が健康上の重大な問題に進行してしまうことを防ぎます。足に治りにく

い切り傷、打ち身、擦り傷、その他の傷がないかどうかを毎日確認してください。

足のケア

末梢動脈疾患にかかった場合、特に糖尿病を合併している場合は、足に問題が生じる可能性が高

くなります。このリスクを下げるために、常に足を清潔にして保湿を心掛け、足の爪は適切な長さ

に切っておくようにしてください。また、靴下で足を温かく保ち、裸足で歩かないようにしてください。

禁煙

喫煙により末梢動脈疾患の発症リスクは最大 4倍増加します 7。喫煙者の方は、末梢動脈疾患およ

びその他の心血管疾患のリスクの増加を避けるため、噛みタバコも含め、ただちに禁煙をしてくだ

さい。

体重の管理

健康的な体重を維持することは、コレステロール値を下げ末梢動脈疾患を防ぐことにつながります。

カロリー、砂糖、脂肪の多い食品を減らすことに加え、食事の量を減らし、体をより動かすように

心掛けてください。

食生活の改善

健康的な食生活により、プラークの蓄積を防ぎ、血圧やコレステロール値を下げることが期待でき

ます。加工食品、脂肪分の多い乳製品、飽和脂肪酸、脂肪の多い肉の摂取量を制限してください。

果物や野菜を多くとり、必要なビタミンやミネラルを摂取するように努めてください。

有酸素運動を増やすこと

これは末梢動脈疾患を防ぐうえで非常に重要な生活習慣です。有酸素運動は、心臓の機能を高め、

全身の血行を改善します。毎日早歩きをするだけでも違いがあります。どのような運動が自分に適

しているかは主治医や医療従事者にお尋ねください。



Love Your Limbs™ キャンペーンは、 
末梢動脈疾患に関する啓発活動に取り組んでいます。

ホームページもご覧ください

◆  疾患に関する情報が記載されています
◆  医師検索ツールを用いてお近くの末梢動脈専門医を探すことができます

BDでは、Love Your Limbs™ キャンペーンを通じて末梢動脈疾患の啓蒙、教育、早期治療を組み合
わせて、患者さんが末梢動脈疾患を克服することを支援しています。

Love Your Limbs™ キャンペーンに関する詳しい情報はウェブサイトをご覧ください。

www.loveyourlimbs.com/japan
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